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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬物送達デバイス用のリマインダデバイスであって：
　－円筒形状の基礎部材（１２、１４）、
　－基礎部材（１２、１４）に、少なくとも遠位停止位置と近位停止位置の間を基礎部材
（１２、１４）に対して軸方向に摺動可能に配列された調整エレメント（２２）、及び
　－調整エレメント（２２）の表示手段（１８）、
を含んでなり、
　前記調整エレメント（２２）の表示手段（１８）は、開口部（３０）を通して部分的に
のみ識別可能である情報面（２６）を含んでなり、ここで、情報面（２６）の少なくとも
二つの指定セグメント（２５、２７）は、基礎部材（１２、１４）に対する調整エレメン
ト（２２）の移動により選択的に識別可能になり、調整エレメント（２２）がその近位停
止位置にあるとき、情報面（２６）の第一のセグメント（２５）が現れ、一方、情報面（
２６）の第二のセグメント（２７）は、隠れた状態のままであり、そして、調整エレメン
ト（２２）がその遠位停止位置にあるとき、第二のセグメント（２７）が現れ、一方、第
一のセグメント（２５）は、隠れた状態のままであることを特徴とする、上記リマインダ
デバイス。
【請求項２】
　基礎部材（１２、１４）が、薬物送達デバイスの一体化ハウジング部材である、請求項
１に記載のリマインダデバイス。
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【請求項３】
　開口部（３０）が、基礎部材（１２、１４）内に形成される、請求項１又は２に記載の
リマインダデバイス。
【請求項４】
　情報面（２６）が、調整エレメント（２２）上に配列される、請求項１～３のいずれか
１項に記載のリマインダデバイス。
【請求項５】
　調整エレメント（２２）が、開口部（３０）を通して突出するグリッピング部材（２４
）を有する摺動エレメントを含んでなる、請求項１～４のいずれか１項に記載のリマイン
ダデバイス。
【請求項６】
　調整エレメント（２２）及び基礎部材（１２、１４）が、選択された位置に調整エレメ
ント（２２）を維持するために相互に対応するラッチングエレメント（３２、３３、３４
、３５）を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のリマインダデバイス。
【請求項７】
　情報面（２６）が、視覚及び／又は触覚情報を含む、請求項１～６のいずれか１項に記
載のリマインダデバイス。
【請求項８】
　注射によって薬剤の用量を投与するための薬物送達デバイスであって：
　－少なくとも一つのハウジング部材（１２、１４）、
　－薬剤で満たされ、ハウジング内に配列され、そしてその中に摺動可能に配列されたピ
ストンを有するカートリッジ、
　－薬剤の用量を投与するためにカートリッジのピストンと動作可能に係合されるピスト
ンロッドを含んでなる駆動機構、及び
　－請求項１～７のいずれか１項に記載のリマインダデバイス；
を含んでなる、上記薬物送達デバイス。
【請求項９】
　ハウジング部材（１２、１４）及びリマインダデバイスの基礎部材（１２、１４）が一
体的に形成される、請求項８に記載の薬物送達デバイス。
【請求項１０】
　基礎部材（１２、１４）及び／又はリマインダデバイスが、ハウジング部材に着脱自在
に連結可能である、請求項８に記載の薬物送達デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、与えられた時間スケジュールが告知されたデバイスの使用者に、特別の薬剤
を投与し、又は摂取することを守らせるための薬物送達デバイスのために、特別に適合さ
れたリマインダ又は表示デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　糖尿病のような慢性疾患に病んでいる患者に、例えば、インスリンのような特別の薬剤
の頻繁で規則的な投与を実施することが必要となる。患者は薬剤の規則的な、又は不規則
的な投与に非常に慣れているので、患者は薬剤を摂取し、又は注射した後直ぐに、もはや
この事象に気付かなくなることが起こるかもしれない。それ故、患者が薬剤を繰り返し摂
取するある種の危険が存在する。
【０００３】
　実際の使用において、また、患者が一日の特定時間、例えば、朝に、薬剤を摂取するこ
とを単に忘れてしまう別のシナリオが発生するかもしれない。
【０００４】
　従って、特に、セルフメディケーション、例えば、家庭環境に適合し、設計された薬物
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送達デバイスにおいて、過少投与又は過大投与の無視できないリスク及び危険が常に存在
する。
【０００５】
　例えば、特許文献１は、縦軸、外面、及びテーパの付いたフランジ構造を有する円筒状
支持体を含む表示装置を開示する。ここでは、拡大可能な（expandable）表示器リングは
、テーパの付いたフランジ構造を係合するために縦軸に沿って軸方向に移動可能である外
面上に配列されていて、そしてそれは表示器リングの拡大を発生させる。拡大可能な表示
器リングは、複数の選択位置の各々に対して、外面上の縦軸の周りで回転可能である。
【０００６】
　しかし、そのような表示装置は、人間工学的、並びに、技術的理由のためにペン型薬物
送達デバイスに適用可能になることは考慮されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＵＳ第５４８２１６３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従って、本発明の目的は、構造並びにその取扱いの両方に関して、かなり簡単な薬物送
達デバイス用として、特に、適合させたリマインダデバイスを提供することである。
【０００９】
　リマインダデバイスは、スペースを取らないように、そして強固な方法で実施される（
implement）べきである。その上、リマインダデバイスは、種々の異なったタイプの薬物
送達デバイス及びそれに投与される薬剤に対して普遍的に適用可能であり、及び／又は、
適合可能であるべきである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、ペン型注射器などの薬物送達デバイス用のリマインダデバイスを提供する。
リマインダデバイスは、薬物送達デバイスの形及び幾何学的形状に基づき、普遍的に適合
し、及び改変できる。例えば、リマインダデバイスは、薬物送達デバイスに一体化でき、
又は、さもなければ、薬物送達デバイスと相互連結可能である分離デバイスとして提供で
きる。リマインダデバイス又は表示器デバイスは、基礎部材及び少なくとも二つの停止位
置の間で基礎部材に対して可動に配列された調整エレメントを含む。好ましくは、調整エ
レメントは、基礎部材内に、又は、その上に可動に配列され、それにより、調整エレメン
トがそれに沿って動くことができる誘導構造又は誘導エレメントとして働く。それ故、基
礎部材は、支持体として、又は調整エレメントが二つの停止位置の間で可変に配列するこ
とを可能とする支持体構造として機能できる。
【００１１】
　リマインダデバイスは、更に、情報面を含む表示手段を含む。表示手段及びその情報面
は、情報面が開口部を通して部分的にのみ識別できるような方法で配置される。ここで、
情報面の少なくとも二つの指定セグメント又は表面部分は、基礎部材に対して調整エレメ
ントの移動により選択的に識別可能になる。例えば、調整エレメントがその近位停止位置
にあるとき、情報面の第一のセグメントが現れ、一方情報面の第二の部分は、隠れた状態
のままである。その遠位停止位置の調整エレメントを備えて、情報面の第二の表面部分は
識別できるようになり、一方第一の表面部分は、実質的に、隠れている。
【００１２】
　結果として、情報内容が一般的に表示される開口部のサイズは、一般的に、時間スケジ
ュールに関する特別な情報を含む表面部分のサイズに合致する。
【００１３】
　従って、表示手段は、例えば、朝、日中、夕方、夜のような、時間表示手段（time ind
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icia）又は時間情報を表示するように、特に、適合される。更に、薬物送達デバイスを経
由して、投与、又は注射すべき薬剤のタイプ及び特徴に応じて、表示手段は、好ましくは
、特別な薬剤が投与される必要がある頻度に対応する多様な時間表示手段を表示する。
【００１４】
　情報面は、記号、言葉、特別な略号又は数字を含んでもよい。更に、そして情報面上に
配置された情報のタイプに応じて、開口部は基礎部材における貫通口として設計し得て、
例えば、情報面上の下部に配列された情報を触覚的に検出することを可能にする。このよ
うにして、情報面上に提供された情報は、情報面を単に触れることにより読み取ることが
でき、それは、一般的に、視覚障害に病んでいる患者にとって有益であると考えられる。
印刷された情報のような視覚的情報の場合、また、基礎部材に透明な表面部分を経由して
開口部を実現させることが考えられる。
【００１５】
　好ましい実施態様によると、基礎部材は薬物送達デバイスの一体化したハウジング部材
である。それ故、リマインダデバイスは、薬物送達デバイスの一体化部材として設計でき
る。
【００１６】
　更にその上、薬物送達デバイスの適用又は使用の後、患者は手動で調整エレメントを、
前記の少なくとも二つの停止位置の内の一つを動かすことを目的とする。この方式で、リ
マインダデバイスは、薬剤の特別な用量が既に摂取されたか否かを表示することが可能で
ある。リマインダデバイスを薬物送達デバイス内に一体化することにより、リマインダデ
バイスの構成が、投与すべき薬剤に基づく一時的なスケジュールと正確に合致することが
ほとんど保障できる。
【００１７】
　別の好ましい態様によると、開口部は基礎部材において形成される。基礎部材の内側に
可動に配列された調整エレメントを備えて、情報面の少なくとも二つの指定セグメントの
内の少なくとも一つが、開口部を通して識別可能になる。薬物送達デバイスの基礎部材に
おいて又はハウジング部材においても、一体的に形成された開口部を有することにより、
リマインダデバイスの構造及びデザインは、かなり簡単で、コスト効率のよいレベルに維
持できる。
【００１８】
　別の好ましい実施態様によると、情報面は調整エレメント上に配列される。それに応じ
て、基礎部材及びその開口部は、実質的に固定され、そして調整エレメントを基礎部材に
対して動かせることにより、情報面の指定セグメントは、開口部で画成される領域に移動
でき、この方法は、調整エレメントの情報面の個々の部分を表し、又は隠蔽する。
【００１９】
　別の好ましい実施態様によると、調整エレメントは、少なくとも遠位及び近位停止位置
の間に、軸方向において基礎部材の中に、又はその上に摺動可能に配列される。これに関
連して、薬物送達デバイスの遠位端は患者の皮膚に向かって面するが、一方、薬物送達デ
バイスの近位端は、注射領域から離れて面する。調整エレメントは、少なくともその遠位
及び近位停止位置の間の基礎部材内に、又はその上に摺動可能に案内されるスライダを含
むことができる。スライダが、その近位若しくは遠位停止位置に、又はその間の様々な指
定位置にあるか否かに応じて、情報面の個々の及び対応する位置が、基礎部材の開口部に
重複する方法で位置し、その結果、接触を通して表示され、又は感知できる。
【００２０】
　更なる好ましい実施態様において、調整エレメントは、摺動エレメント又は　開口部を
通して突出するグリッピング部材を有するスライダを含む。縦断面図において、スライダ
又は摺動エレメントは、実質的に円筒形状の基礎部材に関連するＴ構造を含んでもよく、
スライダは実質的に軸方向に伸びる情報面を特色とし得て、一方、グリッピング部材は、
実質的に、半径方向の外側に伸びる。好ましくは、グリッピング部材は、実質的に、基礎
部材の開口部の遠位、及び／又は、近位辺縁が、結果として、グリッピング部材に対する
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効果的なストッパとして機能するように情報面の中心から垂直に伸びる。
【００２１】
　それ故、グリッピング部材は、表示手段及びその情報面から半径方向の外側に、又は直
角方向に突出するので、近位及び遠位方向における調整エレメントの軸方向への移動は、
開口部の近位又は遠位周縁を打つグリッピングエレメントにより制限される。
【００２２】
　調整エレメント及び基礎部材が、選択された位置に調整エレメントを維持するように、
相互に対応するラッチングエレメントを含むとき、更に、都合がよい。調整エレメント上
に、並びに基礎部材の上、又はその中に配列されたラッチングエレメントを経由して、調
整エレメントの不注意な移動が効果的に防ぐことができる。例えば、調整エレメントは、
その表示手段の遠位端、及び／又は、近位端部分で突出するピンを特色とし得る。例えば
、これらのピンは、半径方向の外側に、その結果、基礎部材の内部壁部分に向かって突出
する。それに応じて、基礎部材は、表示手段、及び／又は、その調整エレメントの前記の
半径方向の外側に突出するピンを備えた確動的インターロック又はスナップイン機構を形
成するように適合された半径方向の内側に突出するラッチングエレメントを特色とし得る
。
【００２３】
　表示手段及び基礎部材の相互に対応するラッチング－、又はスナップ－インエレメント
の軸方向の位置は、調整エレメントがその少なくとも二つの停止位置において、少なくと
も軸方向に固定されるように選択される。更に、表示手段は、可撓性の変形可能なラチェ
ット部材などと噛み合う歯付き表面を含む。
【００２４】
　更なる好ましい実施態様において、そして薬物送達デバイスのハウジングの一体部分又
は分離部分としての基礎部材の実現とは関係なく、基礎部材は実質的に円筒状の幾何学的
形状である。そのような構成において、別の好ましい態様によると、調整エレメントは、
基礎部材の外周上に回転可能に取り付けられる。それ故、調整エレメントを摺動可能に移
動させる代わりに、調整エレメントの下部に配置した情報面の指定セグメントを選択的に
表示するために前記調整エレメントを回転可能に移動させることは、また、想定可能であ
る。
【００２５】
　この実施態様において、開口部が調整エレメント内に形成され、一方、情報面が基礎部
材の外周上に配置されるときが更に有利である。情報面が少なくとも部分的に、又は完全
に基礎部材の周囲を取り囲むときときが、また、有利であるかもしれない。その上、調整
エレメントは、開口部を有するリング構造を含み、そしてリングを回転することにより情
報面の指定部分が前記開口部を通して、又は視覚的識別を経由して、又は触覚的感覚を経
由して、識別可能であることを意味する。
【００２６】
　それ故、情報面は、視覚的識別を経由して、又は接触を経由して識別可能な視覚及び／
又は触覚情報を含んでもよい。
【００２７】
　別の独立の態様において、本発明は、更に、薬剤の用量を、好ましくは、注射によって
投与するための薬物送達デバイスに関する。薬物送達デバイスは、少なくとも一つのハウ
ジング部材、例えば、駆動機構を受け入れるように適合された本体部材、及び／又は、薬
物送達デバイスにより注射すべき薬剤で満たされたカートリッジを受け入れるように適合
したカートリッジホルダ部材を含む。加えて、薬物送達デバイスは、薬剤で満たされ、そ
して、その中に摺動可能に配置されたピストンを有するカートリッジを含む。ピストンは
、一般的に、カートリッジの近位シールとして作用する。ピストンを遠位方向に、例えば
、駆動機構のピストンロッドを経由して移動させることにより、個々の圧力はカートリッ
ジ内に蓄積し、そして個別の注射針に適切に連結される場合、薬剤の定義された用量は放
出され、こうして投与が可能となる。
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【００２８】
　薬物送達デバイスは、従って、薬剤の用量を投与するためにカートリッジのピストンと
動作可能に係合するためにピストンロッドを含む駆動機構を有する。
【００２９】
　一般的にペン型注射器として設計される薬物送達デバイスは、更に、上記のリマインダ
デバイスを含む。
【００３０】
　更なる好ましい態様によると、薬物送達デバイスのハウジング部材及びリマインダデバ
イスの基礎部材は、一体的に形成される。換言すれば、基礎部材はハウジング部材に完全
に一体化できる。それ故、ハウジング部材はリマインダデバイスの基礎部材として機能す
ることができる。この方式において、リマインダデバイスの実現は、分離した、及び追加
の部材を必要としない。薬物送達デバイスのハウジング部材のみが、従って、基礎部材に
、例えば、摺動可能に、又は回転可能に取り付けた個々の表示手段を受け入れるために改
変する必要がある。
【００３１】
更なる別の実施態様において、基礎部材、及び／又は、リマインダデバイスは、薬物送達
デバイスのハウジング部材に、着脱自在で、連結可能である。ここで、リマインダデバイ
スは、分離して上市することができ、そして既に存在する薬物送達デバイスは、個別のリ
マインダデバイスにより組み込むことが可能である。
【００３２】
　本明細書で使用する用語「薬物」又は「薬剤」は、少なくとも１つの薬学的に活性な化
合物を含む医薬製剤を意味し、
　ここで一実施態様において、薬学的に活性な化合物は、最大で１５００Ｄａまでの分子
量を有し、及び／又は、ペプチド、蛋白質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ、抗体、
酵素、抗体、ホルモン、若しくはオリゴヌクレオチド、又は上記の薬学的に活性な化合物
の混合物であり、
　ここで更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網膜
症などの糖尿病関連の合併症、深部静脈又は肺血栓塞栓症などの血栓塞栓症、急性冠症候
群（ＡＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、癌、黄斑変性症、炎症、枯草熱、アテローム性動脈硬
化症、及び／又は、関節リウマチの治療、及び／又は、予防に有用であり、
　ここで更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網膜
症などの糖尿病に関連する合併症の治療、及び／又は、予防のための、少なくとも１つの
ペプチドを含み、
　ここで更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも１つのヒトイン
スリン、又はヒトインスリン類似体若しくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬＰ－１
）、又はその類似体若しくは誘導体、又はエキセンジン－３又はエキセンジン－４、若し
くはエキセンジン－３又はエキセンジン－４の類似体若しくは誘導体を含む。
【００３３】
　インスリン類似体は、例えば、Ｇｌｙ（Ａ２１）、Ａｒｇ（Ｂ３１）、Ａｒｇ（Ｂ３２
）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３）、Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２８
）、Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；ヒトインスリ
ンであり、ここで、Ｂ２８位におけるプロリンは、Ａｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ又は
Ａｌａで代替され、そして、Ｂ２８位において、Ｌｙｓは、Ｐｒｏで代替されてもよく；
Ａｌａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（
Ｂ２７）ヒトインスリン、及びＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００３４】
　インスリン誘導体は、例えば、Ｂ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイン
スリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－ミ
リストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－
ミリストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル－Ｌ
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ｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９Ｌｙ
ｓＢ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン、及びＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリンであ
る。
【００３５】
　エキセンジン－４は、例えば、エキセンジン－４（１－３９）、Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－
Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－
Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ－
Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－
Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ2配列のペプチドを意
味する。
【００３６】
　エキセンジン－４誘導体は、例えば、以下の化合物リスト：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）；又は
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）；
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）；
ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ2は、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端と連結してもよく
；
【００３７】
　又は以下の配列のエキセンジン－４誘導体：



(8) JP 5659231 B2 2015.1.28

10

20

30

40

50

　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－
Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（
１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８
］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；　
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２
５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８　エキセ
ンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５，ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，　Ａｓｐ
２８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2；
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓ　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2；
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　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2；
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－Ｎ
Ｈ2；
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）
６－ＮＨ2；
又は前述のいずれかのエキセンジン－４誘導体の薬学的に許容可能な塩若しくは溶媒和物
；
から選択される。
【００３８】
　ホルモンは、例えば、ゴナドトロピン(ホリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナドト
ロピン、メノトロピン)、ソマトロピン (ソマトロピン)、デスモプレッシン、テルリプレ
ッシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリン、
ゴセレリンなどのRote Liste、２００８年版、５０章に表示されている脳下垂体ホルモン
又は視床下部ホルモン又は規制活性ペプチド及びそれらの拮抗剤である。
【００３９】
　多糖類としては、例えば、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子量ヘパリン、又は超低分子
量ヘパリン、若しくはその誘導体などのグルコアミノグリカン、又はスルホン化された、
例えば、上記多糖類のポリスルホン化形体、及び／又は、薬学的に許容可能なその塩があ
る。ポリスルホン化低分子量ヘパリンの薬学的に許容可能な塩の例としては、エノキサパ
リンナトリウム塩がある。
【００４０】
　薬学的に許容可能な塩は、例えば、酸付加塩及び塩基塩がある。酸付加塩としては、例
えば、ＨＣｌ又はＨＢｒ塩がある。塩基塩は、例えば、アルカリ又はアルカリ土類金属、
例えば、Ｎａ+、又は、Ｋ+、又は、Ｃａ2+から選択されるカチオン、又は、アンモニウム
イオンＮ+（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）を有する塩であり、ここで、Ｒ１～Ｒ４は
互いに独立に、水素；場合により置換されるＣ１－Ｃ６アルキル基；場合により置換され
るＣ２－Ｃ６アルケニル基；場合により置換されるＣ６－Ｃ１０アリール基、又は場合に
より置換されるＣ６－Ｃ１０ヘテロアリール基である。薬学的に許容される塩の更なる例
は、“Remington's Pharmaceutical Sciences”17編、Alfonso R.Gennaro（編集），Mark
 Publishing社，Easton, Pa., U.S.A.,1985 及び Encyclopedia of Pharmaceutical Tech
nologyに記載されている。
【００４１】
　薬学的に許容可能な溶媒和物としては、例えば、水和物がある。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　様々な改変及び変更は、本発明の精神及び範囲から離れることなく本発明に対して実施
できることは当業者には明白であろう。更に、添付の特許請求範囲で使用されるいかなる
参照表示も、本発明の範囲を限定するものと考えるべきではないことは当然である。
【００４３】
　次に、本発明の好ましい実施態様は、図面を参照することにより、より詳細に説明され
る：
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】断面図における一体化されたリマインダデバイスの第一の実施態様を示す。
【図２】平面図における図１に基づくリマインダデバイスを示す。
【図３】回転可能なリングを備えたリマインダデバイスの別の実施態様を示す。
【００４５】
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　図１及び２で示すリマインダデバイスは、薬物送達デバイス１０のハウジング部材１２
、１４内へ完全に一体化される。特に、図２で示す通り、リマインダデバイスは、薬物送
達デバイスの本体１２、又は主ハウジング部材内に位置する表示手段１８を含む。薬物送
達デバイスは、更に、その遠位端部分でカートリッジホルダ１４を含み、そして、更に、
その近位端で用量の選択、及び／又は、設定のために、そして最終的に用量投与の手法を
起動させるための用量ボタン１６を有する。
【００４６】
　ペン型注射器タイプの薬物送達デバイス１０のハウジング部材１２は、貫通口の形状に
おける長方形の開口部３０を含む。開口部３０の下部に、摺動エレメントを含む調整エレ
メント２２は、軸方向に摺動可能に配列される。図１で示す通り、調整エレメント２２は
、遠位表面セグメント２５及び近位表面セグメント２７を含む。表示手段１８の、又は調
整エレメント２２の中央部において、半径方向の上方に、それ故、半径方向の外側に突出
するグリッピング部材２４は、調整エレメント２２を手動で、いずれかの方向に、従って
遠位に、即ち図１における左側に、又は近位に、即ち図２における左側に移動させること
を可能にするように提供される。
【００４７】
　調整エレメント２２は、薬物送達デバイス１０の駆動機構の構成に関係なく、及び／又
は、カートリッジの充填レベルとは独立に移動できるが、ここでは更に説明はしない。ハ
ウジング部材１４における開口部３０に向かって面するその上部表面２６で、調整エレメ
ントは、薬物送達デバイスが最後に使用されたとき、又は薬剤送達の次の使用が予定され
ているときを表示するための視覚的、又は触覚的情報を備えている。従って、調整エレメ
ント２２及びその情報面２６は、二つの表面セグメント２５、２７を含むので、図示され
た表示手段１８は、特別の時間、又は朝、又は夕方のような昼間を表示するように適合さ
れる。
【００４８】
　薬物送達デバイス１０の使用前、又は使用後に、摺動エレメント２２は、表面セグメン
ト２７がハウジング部材１２の開口部３０を通して視覚的になるように並進的に遠位方向
に移動できる。
【００４９】
　摺動エレメント２２の縦方向の移動は、開口部３０を通して半径方向に突出するグリッ
ピング部材２４により実施できる。好ましくは、グリッピング部材２４の自由端は、ハウ
ジング部材１２の外面から少なくとも若干突出し、その結果、その握り、及びその軸方向
の移動を支援する。
【００５０】
　更に、図１から分かる通り、調整エレメント２２及び基礎部材１２は、相互に対応する
ラッチングエレメント３２、３３、３４、３５を含む。該ラッチングエレメント３２、３
３、３４、３５を経由して、摺動部材２２は、その近位又は遠位停止位置のそれぞれにお
いて維持でき、そしてそれを固定できる。基礎部材１２のラッチングエレメント３４、３
５は、例えば、少なくとも若干変形可能な半径方向の内側に突出するラグのように設計さ
れ、その結果、調整エレメント２２の対応ピン３２を図１で示す位置へ移動させることを
可能にする。ここで、調整又は摺動エレメント２２の半径方向の外側に突出するピン３２
は、対応する半径方向の内側に突出するラグ３４と比較して、近位的に位置する。
【００５１】
　このようにして、調整エレメント２２及び基礎部材１２の形状一致、又は確動的インタ
ーロックが達成できる。同様に、調整エレメント２２を遠位方向に、即ち、図１の左側に
移動させるとき、ラッチングエレメント３２、３４は、係合を解除でき、そして遠位停止
位置に到達したとき、反対側に位置し、そして相互に対応するラッチングエレメント３３
、３５を係合できる。少なくとも一つの相互係合ラッチングエレメントを弾性的に変形さ
せることにより、調整エレメント２２用のラッチング又は締結機構を提供することによっ
て、調整エレメント２２の確実な末端位置が到達した触覚的フィードバックを使用者に提
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供できる
【００５２】
　対応する凹部と一緒の様々な突起、又はラッチングエレメント３２、３３、３４、３５
は、ハウジング部材１２、１４、及び／又は、調整エレメント２２と共に一体的に形成さ
れる。特に、ハウジング部材１２、１４、及び／又は、調整エレメント２２は、射出成形
されたプラスチックの部材として設計されるとき、そのような突起ラッチングエレメント
３２、３３、３４、３５又は対応する凹部の形成は、ほとんどコスト中立的（cost-neutr
al）に生成できる。
【００５３】
　加えて、また、半径方向に突出するグリッピング部材２４は、長方形の開口部３０の近
位的又は遠位的周縁に対して隣接でき、その結果、個々の方向において更なる軸方向の移
動を阻止する。
【００５４】
　図３に基づく更なる実施態様において、調整エレメント３６は、実質的に、円筒状の基
礎部材の外周上に回転可能に取り付けられたリングを含む。この実施態様において、調整
エレメント３６は、下部に配置された情報面４０の特定セグメントを識別し、又は明らか
にするための開口部３８を含む。この表示手段２８で以って、ある種の数字、略号、又は
書かれた言葉などの特別な時間に関連する情報を明らかにするために、リング状の調整エ
レメント３６を回転することを意味する。
【００５５】
　薬物の決められた投与の頻度に応じて、複数の表面セグメントは、基礎部材１２の円周
に沿って配置することができる。例えば、開口部３８により明らかにされた数字は、規定
の薬剤を摂取する必要があるとき、一日の内の時間を表示できる。また、薬剤が一日に一
回のみ摂取する必要がある場合、曜日の個々の略号は開口部で提示され、薬剤が特定の日
に摂取されたか否かを表示する。
【００５６】
　図３で示す通り、調整リング状エレメント３６は、直接、薬物送達デバイス２０のハウ
ジング部材１２上に取り付けられる。しかし、特に、実施態様を改良して、基礎部材が、
ペン型ハウジング１２の外周状上に取り付け可能な分離部分として設計することもまた想
定可能である。このようにして、また、非円形断面積を有する薬物送達デバイス２０のそ
のようなハウジング部材１２は、個々のリマインダデバイスを備えることができ、ここで
、基礎部材は、回転可能なリング３６を非円形状のペン型ハウジング１２上に取り付ける
ための個々の補償手段を提供する。
【００５７】
　参照番号リスト
　１０：薬物送達デバイス；
　１２：ハウジング部材；
　１４：ハウジング部材；
　１６；用量ボタン；
　１８：表示手段；
　２０：薬物送達デバイス；
　２２：調整エレメント；
　２４：グリッピング部材；
　２５：表面セグメント；
　２６：情報面；
　２７：表面セグメント；
　２８：表示手段；
　３０：開口部；
　３２：ラッチングエレメント；
　３３：ラッチングエレメント；
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　３４：ラッチングエレメント；
　３５：ラッチングエレメント；
　３６：調整エレメント；
　３８：開口部；
　４０：情報面；

【図１】

【図２】

【図３】
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